
水稲乾田直播栽培に関する研究

第 2 報

播種密度及び播種様式について

鈴木英男・阿部秀男・奥山隆治

1　緒 言

　戦後麦間直播栽培を中心として，播種密度や播種様

式についての多くの成績はあるが，いまだ直播栽培に

おける播種密度および，その様式の一般的法則性を明

らかにするに至っていない。さしあたっては播種の機

械化に際し条，点播における条間をどの位にするのが

よいか，その場合の播種量はどの程度かという問題が

提起されている。

　かかる意味から本研究を進め1961～1962年において

検討し一応の結論を得たのでその結果を報告する。

　本試験のために種々ご助言を賜った農研生理第一科

長　山田登氏，農事試作物部長　野島数馬氏に深甚の

謝意を表する。

Ⅱ　試験方法
1試験年次　　1961～1962

2　試験圃場
　栃木農試本場水田，洪積層火山灰土の埴壌土，湧

水面は冬期は約1mで夏期は15～20㎝で排水は比較

的良好。

3　試験条件
　農林25号を用い，㎡当り55，109および218株の

播種密度で，それぞれ正方形，条間15㎝，50cm，お

　よび45㎝の播種様式にした。灌排水のしやすいコン

　クリート桓を用い一区約17cmの2連制で実施した。

4　耕種概要
　12月中旬耕深15㎝に耕起，播種前砕土，4月22日

播種，深さ5cmに作業，種子は2昼夜浸種，1株5

粒播，3葉期に1株1本立とした。施肥量はa当り，

N，P205，K20各1．05kg，P205，K20は全量基

肥，Nは播肥25％，入水時50％，穂肥25彩，播肥は

化成肥料（4。10．10）全面散布とした。1961年は三

要素1，27kgを施用した他は前年に同じ。

Ⅲ　試験経過概要

入水後（4～5葉期入水）の漏水が多く3週間目頃茎

葉黄変した・梅雨のため徒長，軟弱の生育を示したの

で間断かんがい，中干しを行なった。9月16～17日の

台風8号により倒伏は少なかったが僅か脱粒をみた。

収量はやや，低かった。

　1962年6月18日の降電により茎葉の裂傷，切損をう

けたが，その後稀にみる好天候により回復し多収を結

果した他は前年とほぼ同様であった。

1961年発芽及びその後の生育は良好に経過したが，
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IV試験結果 第1表　分けつ節位の変化

1　草丈，茎数の推移

　入水後7月下旬まで5回，草丈，

茎数について調査した結果は草丈の

伸長は播種密度間では7月中旬頃

（最高分けつ期）に㎡当り218株区が　　㎡当り

やや高く）播種様式では畦巾50，45　55株区

cm区がやや高い傾向がみられた。

茎数の推移は第1図に示す如く1株

当りでは密植化に伴なって減少する

が，㎡当りではその逆の傾向を示し

た。播種様式間では，とくに㎡当り

109，218株区は1株当りでは畦巾が

広くなる程減少した。〆当りでは55

株区は畦巾50cm区が，　218株区は正

方形区が夫々多く，　109株区はその

中間を示した。最高分けつ期は㎡当

り55・109株区は7月15日頃と推定され，㎡当り2

18株区はそれよりやや早くなる傾向がみられた・
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2　主桿葉数及ぴ分けつ節位の変化

　㎡当り55，　218株区との時期別葉数の推移は第2

　図のごとく播種密度間では生育のごく初期は㎡当り
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218株区がやや多いがその後は㎡当り55株区が多く

経過し，且つ最終葉数はκ当り55株区は15枚で，κ

当り218株区はそれより1枚減少した。

播種様式間では最終葉数に差はなかったが，生育途

中の葉数増加の速度は正方形区より畦巾50㎝区が，

やや早い傾向がみられた。

　分けつ節位の変化は第1表のごとく，㎡当り55・

218株区との比較では第1次，第2次分けつともに

η『当り55株区が多く，とくに㎡当り218株区におけ

る第2欠分けその発生は殆んど認められなかった。

第1次分けつ節位からの分けつは主に㎡当り55株区

はH～V節，218株区は11～IV節から多かった。

第2次分けつは㎡当り55株の正方形区はH～皿節，

畦巾50cm区はH～IV節で上節位に及ぶ傾向が認めら

れた。

第2表

3　葉面積及び日射量の群落内消表

　出穂後15日における葉面積は調査個体がやや少な

　い嫌はあるが第2表に示すごとく播種密度間では㎡

　当り218株区＞109株区＞55株区の傾向が認められた

　が様式間では正方形がやや多い外は一定の傾向がみ

　られなかった。
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穂揃10日後測定の群落内の日射量と播種密度との

関係は第5図に示す如く播種密度間では一定の傾向

が認められなかったが様式間では畦巾の広い程群落

内透過率が増大した。
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4乾　物　重
　幼穂形成期から成熟期までの乾物重は第4図に示

すごとく，播種密度間では畦巾45cm区を除いては㎡

当り218＞109＞55株の傾向が認められ，密播のばあ

い正方形に近い様式が乾物重の増加が大きいようで

ある。

　　幽講鰯麟謙蓄
　　　　　泌図　イ倒ク焚上杷物皇の底移

5　収量構成要素およぴ収量

　桿長，穂長，一穂粒数は㎡当り55株区より218株

区は短少で，様式間では正方形区に対して畦巾が広

　くなるとやや大となる傾向がみられる。

　㎡当り穂数はη’当り218＞109＞55株区の順で密播

程多く，様式間では各密度共正方形に近い区程多い

傾向が認められた。

　登熟歩合，玄米干粒重については各処理間に大差

なく一定の傾向が認められなかった。

第5表 生育及び収量構成要素

供　試　条　件

◎

2

摯

『
Q
2
6
Q
》

5
　
　
　
5

×
×
×
×

55
『
Q
O
O

－
↓
！
7
Q
4

株55

　
〃
〃
〃

り当2椛

【
○
【
O
ス
》
1

9
　
　
　
【
∠

×
×
×
×

6G
》
『
Q
O
r
O

　
1
5
4

株09

　
〃
〃
〃

り当〆

出穂期

㎡当り　218株6．6×6．6

　　〃　　　15　×　5
　　〃　　　60　×1．5

　　〃　　　45　×0．9

月百
8．50
8、501

8．29

8．50

8．28

8，28

8．28

8．29

実
数
結
日

日

7
7
7
ハ
0

5
7
0
5
ス
》

Q
O
8
8
7

7
0
5
5
5

桿長 穂長

8．27

8。28、

8．28

8．291

　ゆ　　　　ハ

82　 20．4

81　12Q．5

82　120，8

94　20。4

　
79 19・7

78　19，6
　
81　120．5
　
　81　 21．0

　　　
58　　　　77　　！18．6

58　 ，　77　 119．0
58182i20．1

　1　157　　　82　　　19，8

穂
数

1
　
粒

　
　
f
丈

り
　
　
米
ダ

当雇
　
穂

株
り
数

1
当
穂

本 本

45　246

4．5　255

4．4　259

4．2　257

2。9

2．7

2，5

2．5

1．9

1．8

1、5

1．2

507

292

251

2δ7

419

597

526

288

109

111

109

111

107

90

94

112

7
4
5
8

7
8
Q
》
Q
》

有効茎

歩合

1
4
4
ド
0

7
（
b
（
0
6

ハ
0
7
0
0
1

r
O
r
O
「
○
ハ
○

2
0
Q
Q
7

5
5
r
O
［
○

　　　　　　　　　扉当り　 玄　米
　　　　轡執ヨ
　総頴花数一入千粒重
　　　　歩鉾
　　　　　勉彩

21，978

25，745

25．227

22，598

22，551

25，172

25，825

21，285

26，20ろ

24，556

18，527

21，934

8
9
8
∩
∠

8
∩
○
∩
O
Q
》

R
》
1
0
Q
》

0
0
9
Q
》
Q
り

Q
》
Q
》
2
Q
》

Q
Q
8
9
∩
○

　9
21．8

22．5

225
21．9

22．5

22．2

22，5

22．1

－
＾
0
2
7

2
（
∠
つ
ん
1

2
2
2
【
∠

註　　1961～1962の2ケ年平均成績



第4表 収 亘
里

供　試　条　件
籾　藁　比

1961

「
0
2
6
Q
》

⑤
1
5

×
×
×
×

5
ゑ
5
0
5

1
1
5
4

株55り当
κ
〃
〃
〃

κ当り109株　9．6×9．6

〃　　　　　　15　×　　6

〃　　　　　　乙0　×　　5

〃　　　　　　45　×2．1

アガ当り218株　6．6×6．6

〃　　　　　　15　×　　5

〃　　　　　　50　×1．5

〃　　　　　　45　×0．9

59．0

59．0

60．8

50．9

　瓢

57．6

50．6

54．6

41．8

55．2

59．9

55。8

56．5

1962 平均

91．5

96．9

88．9

95、6

　彩1

95，0

89，8

917
782

99．8

95，7

92．1

72，1

75．2

78，0

74．9

75．5

　彩

75．5

70．2

75，2

60．0

76．5

76．8

75。0

642

a当り玄米重
1961

　kg
51．44

29，75

52．59

26、91

51．04

5179
50．25

26．61

54．60

55．67

51．19

28．97

1962 倖 均1標比
　kg
49．09

51．52

49．10

46．89

52，97

52．56

48，87

44．85

55．01

51．87

49．84

40．70

　kgl
40．27

40．6i5

40。85

56．90

4201
42．18

59，55

55．72

45．81

42。77

40，52

54．84

105

105

105

95

　％

106

107

100

90

11i5

110

104

86

’

む

亀

註　　1961～1962の2ケ年平均成績

収量を第4表および第5図に示すごとく2ケ年の平
均値でみると各播種密度問とも畦巾45cm区は低収を

示した。また㎡当り55株区の各式間では大差ないが

”’当り218，109株区では正方形に近ずくほど収量

の高い傾向がみられた。

　各播種密度間における多収様式との比較では㎡当

り218＞109＞55株区の順につまり密播程多収の傾向

が認められた。
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　　V考　　　察
1　播種密度
　本試験の条件下においては，個体当りの茎数，穂

数は密植化に伴な・）て減少するが，単位当りの望数

穂数は密植程多くなることを認めた。個体当り茎数

及び穂数が播種密度の増加に伴ない規則正しく減少

することは，移植栽培の成績ではあるが安藤氏（19

15）の報告や山田氏（1951）らの見解と符合した。

桿長，穂長は密度が高まる程短少となり，主桿葉数

は密播になると減少し，出穂期をやや早まることは

当然と考えられる。分けつ位の変化は疎植（η’当り

55株区）は第2次分けつが発生するが，密植（㎡当り

218株区）になると第2次分けつは殆んど抑制され

る。これは播種密度の増加につれて分けつの発生節

位の範囲が小さくなるとともに個体競合により高次

分けつが抑制されたためと考えられる。日射量は各

密度間に一定の傾向は認められなかったが，この点

再検討を要するものと考えられる。

葉面積及び乾物重は，高密度程多い傾向が認められ

た。収量は密植（〆当り218株区）による効果が，

やや認められ，主に穂数増が作用したものと考察さ

れる。この場合施肥との関係が大きく，このことに

ついては後日報告したい。

2播種様式
　茎数，穂数は畦巾が広くなると減少し，草丈，桿

長は畦巾が広まると伸長する。これは畦巾が広くな

ると株間がせまくなるため株間の競合が比較的生育

初期から行なわれるため正方形播区に比べて最高茎

数は少ないが遅発分けつの発生が抑えられるので，

有効茎歩合は高くなる。日射量は畦巾の広い程群落

内透過 曝：が増大し，葉面積，乾物璽は正方形がやや

大で硅巾が広いと減じ，収量は正方形が高く畦申が

広まると減じ，葉面積，乾物重と正の相関を示して
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　　農林省農事試験場（1965）においては少肥，多肥

　条件下で疎播（10株／㎡）密播（100株／㎡）のそれぞ

　れ正方形，矩形，並木様式を組合せて試験した結果

　疎播では少肥，多肥とも正方形＞矩形＞並木様式の

　関係がみられ，密播では収量差が殆んどなく収量は

　播種の疎密により異なり疎播の場合は矩形で並木様

　式は畦間面積が大となり，その利用率が低下し更に

　疎植型となって低下したとのべており，ほぼ本成績

　と一致している。

　以上播種密度については密度間の収量差は少ないが

密播がやや多収の傾向を示した。本試験は素材研究の

ため播種は極めて正確に実施し，実際機械播種の場合

は砕土，覆土，播種機などによる播種むら，さらに移

植に比べて分けつが少なく，有効茎歩合が低いことな

どから，ある程度播種量を増量することが苗立を確保

する面から必要と考える。

　播種様式は正方形に近い播種が収量は高いが〆当り

218株では間隔が6：6cmでせまく管理作業や機械の面か

ら20～50㎝ぐらいの畦巾を設けることが，実用的と考

える。

V【摘 要

1　乾田直播栽培における播種密度及び播種様式を明

らかにする目的で1961～1962年の2ケ年にわたり播

種密度5段階（〆当り55，109，218株）播種様式4

段階畦巾正方形，15，50，45cmで農林25号を用いて

生育，収量その他諸形質の変化について検討した。

2　水稲の生育は1株の茎数，穂数は密植化に伴なっ

て減少し，7ず当り茎数，穂数は密植区が増加し畦巾

が広くなると減少した。

5　主桿葉数は㎡当り55株では15枚でηf当り218株で

は1枚減少した。

4　分けつ節位は〆当り55株区はH－V節，窺2当り21

8株区はH－IV節であり㎡当り218株（‘、密播）は第2

次分けつが殆んどみられなかった。

5　葉面積及び乾物重は密度間では密播ほど，様式間

では正方形に近い区が夫々増大した。

6　登熟歩合及び玄米干粒重は各処理間に大差なく，

　一定の傾向がなかった。

7　収量は㎡当り55，109株区には大差なく，㎡当り

　2！8株では，やや高収を示した。様式間では正方形

　に近ずくほど収量は高く，畦巾が広くなると減収し

　とくに45cm区は著しか・）た。
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　戦後麦間直播栽培を中心として，播種密度や播種様

式についての多くの成績はあるが，いまだ直播栽培に

おける播種密度および，その様式の一般的法則性を明

らかにするに至っていない。さしあたっては播種の機

械化に際し条，点播における条間をどの位にするのが

よいか，その場合の播種量はどの程度かという問題が

提起されている。

　かかる意味から本研究を進め1961〜1962年において

検討し一応の結論を得たのでその結果を報告する。

　本試験のために種々ご助言を賜った農研生理第一科

長　山田登氏，農事試作物部長　野島数馬氏に深甚の

謝意を表する。

n　試験方法

1試験年次　　1961〜1962

2　試験圃場

　栃木農試本場水田，洪積層火山灰土の埴壌土，湧

水面は冬期は約1mで夏期は15〜20�pで排水は比較

的良好。

3　試験条件

　農林25号を用い，κ当り55，109および218株の

播種密度で，それぞれ正方形，条間15�p，50cm，お

　よび45�pの播種様式にした。灌排水のしやすいコン

　クリート桓を用い一区約17cmの2連制で実施した。

4　耕種概要

　12月中旬耕深15�pに耕起，播種前砕土，4月22日

播種，深さ5cmに作業，種子は2昼夜浸種，1株5

粒播，5葉期に1株1本立とした。施肥量はa当り，

N，P205，K20各1．05kg，P205，K20は全量基

肥，Nは播肥25％，入水時50％，穂肥25彩，播肥は

化成肥料（4。10．10）全面散布とした。1961年は三

要素1，27kgを施用した他は前年に同じ。

皿　試験経過概要

入水後（4〜5葉期入水）の漏水が多く5週間目頃茎

葉黄変した・梅雨のため徒長，軟弱の生育を示したの

で間断かんがい，中干しを行なった。9月16〜17日の

台風8号により倒伏は少なかったが僅か脱粒をみた。

収量はやや，低かった。

　1962年6月18日の降電により茎葉の裂傷，切損をう

けたが，その後稀にみる好天候により回復し多収を結

果した他は前年とほぼ同様であった。
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